
元稲荷古墳

墳丘全景（左に前方部、右奥に後方部）
所属 向日丘陵古墳群
所在地 京都府向日市向日町北山（勝山公園

内）
位置 北緯34度56分42.20秒

東経135度41分50.53秒
形状 前方後方墳
規模 墳丘長94m
埋葬施設 竪穴式石室
出土品 副葬品少数・埴輪片・土器片
築造時期 3世紀後半
史跡 国の史跡「元稲荷古墳」

（「乙訓古墳群」に包含）
地図

元稲荷古墳

出典: フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』

元稲荷古墳（もといなりこふん）は、京都府向日市向日町北山にある古墳。向日

丘陵古墳群を構成する古墳の1つ。国の史跡に指定されている（史跡「乙訓古墳
群」のうち）。
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京都盆地南西縁、桂川右岸の向日丘陵の最南端に築造された大型前方後方墳であ

る[3]。古墳域は向日神社境内に接し[3]、「元稲荷」の古墳名はかつて後方部墳頂

に稲荷社が鎮座したことに由来する[4]。向日丘陵では元稲荷古墳のほかにも大型

前方後円墳数基が分布し、これらは「向日丘陵古墳群」と総称される[2]。本古墳

はこれまで、江戸時代に大規模な盗掘に遭っているほか[5]、1960年（昭和35年）
からは計10次の発掘調査が実施されている。

墳形は前方後方形で、南北方向を主軸として前方部を南方に向ける[6]。墳丘は後

方部が3段築成、前方部が2段築成[5]。墳丘表面では葺石が認められるが[6]、埴輪

列はなく古い様相を示す[2]。主体部の埋葬施設は竪穴式石室で、後方部中央に構

築される[6]。この石室は盗掘に遭っているが、発掘調査では残存副葬品が検出さ

れている[5]。また前方部中央では埴輪片・壺形土器片の密集が認められており、特殊

器台形埴輪片も検出されている[6]。

この元稲荷古墳は、古墳時代前期の3世紀後半頃の築造と推定される[5]。同時代の古

墳のうちでは特に西求女塚古墳（兵庫県神戸市）と同形墳とされる[5]。向日丘陵の首

長墓群では五塚原古墳（前方後円墳）に次ぐ時期の築造に位置づけられるが、同古墳

と質的な差異はないものの本古墳が前方後方形を採用する点で、五塚原古墳とは異な

りヤマト王権に対して高い自立性を持った（王権との距離の置き方が一定でなかっ

た）様子が指摘される[7]。

古墳域は2016年（平成28年）3月1日に国の史跡に指定されている（史跡「乙訓古墳
群」のうち）[8]。

◾ 梅原末治の紹介、1919年（大正8年）の踏査で古墳と確認。当時は前方後円墳とされた（京都府史蹟勝地調査会）[4]。

◾ 1960年（昭和35年）3月、第1次発掘調査。墳丘測量・後方部および埋葬施設の調査、前方後方墳と判明（西谷真治ら京
都大学）[3][4][6]。

座標: 北緯34度56分42.20秒 東経135度41分50.53秒

目次

概要

向日丘陵の歴代首長墓[1][2]

代 古墳名 形状 墳丘長 

1 五塚原古墳 前方後円墳 91.2m 

2 元稲荷古墳 前方後方墳 94m 

3 寺戸大塚古墳 前方後円墳 約95m 

4 妙見山古墳 前方後円墳 114m 

5 伝高畠陵古墳 円墳
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元稲荷古墳
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◾ 1970年（昭和45年）7月、第2次発掘調査。前方部の調査（都出比呂志ら京都大学）[3][4][6]。

◾ 2006年度（平成18年度）、第3次発掘調査（向日市埋蔵文化財センター）[2]。

◾ 2007年度（平成19年度）、第4次発掘調査（向日市埋蔵文化財センター）[2]。

◾ 2008年度（平成20年度）、第5次発掘調査（向日市埋蔵文化財センター）[4]。

◾ 2009年度（平成21年度）、第6次発掘調査（向日市埋蔵文化財センター）[9]。

◾ 2010年度（平成22年度）、第7次発掘調査（向日市埋蔵文化財センター）。

◾ 2011年度（平成23年度）、第8次発掘調査（向日市埋蔵文化財センター）[10]。

◾ 2012年度（平成24年度）、第9次・第10次発掘調査（向日市埋蔵文化財センター）[11][7]。

◾ 2016年（平成28年）3月1日、国の史跡に指定（史跡「乙訓古墳群」のうち）[8]。

古墳の規模は次の通り（同形墳の西求女塚古墳（兵庫県神戸市）と合わせて記載）[7]。

元稲荷古墳 西求女塚古墳

墳丘長 94m 98m 

後方部
長さ 50m 52m 

幅 50m 50m 

くびれ部幅 23m 25m 

前方部前端幅 47m 49m 

墳丘の形状には、当時のヤマト王権の大王墓である箸墓古墳（奈良県桜井市）・西殿塚古墳（奈良県天理市）との類似が指

摘される[7]。このことから、墳丘造営に際しては箸墓古墳がモデルプランとされ、これに西殿塚古墳の技術も援用されたと指

摘される[7]。

後方部墳頂 後方部墳丘 後方部（前方部から
望む） 

前方部（後方部から
望む） 

主体部の埋葬施設には、後方部中央において竪穴式石室が使用されている[6]。石室の主軸

は墳丘主軸と平行の南北方向で、長さは南北5.56メートル、幅は北辺で1.32メートル・南
辺で1.02メートル、高さは南端で1.9メートルを測る[6]。基底部は前方部墳頂と同じ高さと

する[6]。床面は粘土床で、長方形壇の上に粘土層（朱を塗布）・板石敷とする[6]。壁面は

板石積みで、上半部を持送り合掌形（または家形）とする類例のない特徴を示す[6][5]。壁

上に架けた天井石は11枚[6]。

この石室は盗掘に遭っているため、副葬品はほとんどが散逸している[6]。発掘調査で検出

された副葬品は次の通り[6]。

◾ 銅鏃 1

◾ 鉄鏃 7片

◾ 鉄剣 2片

◾ 鉄刀 3片

◾ 刀子 3片

◾ 槍 1片

◾ 矛石突 2片

規模

西求女塚古墳（兵庫県神戸市）
元稲荷古墳と同形墳とされる。

埋葬施設

墳丘上の天井石残欠
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◾ 錐 1片

◾ 鉇 数片

◾ 鉄斧 1

◾ 土師器壺破片

◾ 元稲荷古墳（史跡「乙訓古墳群」のうち） 

2016年（平成28年）3月1日、既指定の史跡「天皇の杜古墳」・「恵解山古墳」・「寺戸大塚古墳」の3ヶ所に元稲
荷古墳など8基を追加指定、「乙訓古墳群」に名称変更[8]。

1. ^ 南孝雄 「寺戸大塚古墳 -向日丘陵の古墳時代前期の首長墓-」 (http://www.kyoto-
arc.or.jp/News/s-kouza/kouza242.pdf) (PDF) （第242回京都市考古資料館文化財講座資料、2013年）。 

2. ^ a b c d e 第4次調査 現地説明会資料 & 2008年. 
3. ^ a b c d 京都府埋蔵文化財情報 第23号 & 1987年. 
4. ^ a b c d e 第5次調査 現地説明会資料 & 2009年. 
5. ^ a b c d e f 史跡説明板。 
6. ^ a b c d e f g h i j k l m n 元稲荷古墳（古墳） & 1989年. 
7. ^ a b c d e 第10次調査 現地説明会資料 & 2013年. 
8. ^ a b c 乙訓古墳群 (https://kunishitei.bunka.go.jp/heritage/detail/401/1638) - 国指定文化財等データベース（文化

庁） 
9. ^ 第6次調査 現地説明会資料 & 2010年. 

10. ^ 第8次調査 現地説明会資料 & 2012年. 
11. ^ 第9次調査 現地説明会資料 & 2012年. 

（記事執筆に使用した文献）

◾ 史跡説明板（向日市、2014年設置）

◾ 地方自治体発行 

◾ 京都府発行 

◾ 「元稲荷古墳」『京都府埋蔵文化財情報 第23号 (http://www.kyotofu-maibun.or.jp/data/kankou/kankou-
pdf/jyouhou/kyoutofu-J23.pdf) (PDF)』京都府埋蔵文化財調査研究センター、1987年、79-81頁。 - リンク
は京都府埋蔵文化財調査研究センター。

◾ 向日市発行 

◾ 第4次発掘調査 現地説明会資料 (http://www.mukoumaibun.or.jp/admin/wp-
content/uploads/2016/03/P462gen.pdf) (PDF)（向日市埋蔵文化財センター、2008年）。

◾ 第5次発掘調査 現地説明会資料「元稲荷古墳後方部後端の調査」 
(http://www.mukoumaibun.or.jp/admin/wp-content/uploads/2016/03/P469setu.pdf) (PDF)（向日市埋
蔵文化財センター、2009年）。

◾ 第6次発掘調査 現地説明会資料「元稲荷古墳後方部南西隅角の調査」 
(http://www.mukoumaibun.or.jp/admin/wp-content/uploads/2016/03/motoinarisetub.pdf) (PDF)（向
日市埋蔵文化財センター、2010年）。

◾ 第8次発掘調査 現地説明会資料「元稲荷古墳前方部前半（西南側）の調査」 
(http://www.mukoumaibun.or.jp/admin/wp-content/uploads/2016/03/moto8GS.pdf) (PDF)（向日市埋
蔵文化財センター、2012年）。
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◾ 第9次発掘調査 現地説明会資料「元稲荷古墳前方部前端、南東隅角の調査」 
(http://www.mukoumaibun.or.jp/admin/wp-content/uploads/2016/03/moto9gen_.pdf) (PDF)（向日市
埋蔵文化財センター、2012年）。

◾ 第10次発掘調査 現地説明会資料「元稲荷古墳後方部西辺・前方部南方の調査」 
(http://www.mukoumaibun.or.jp/admin/wp-content/uploads/2016/03/moto10gen.pdf) (PDF)（向日市
埋蔵文化財センター、2013年）。

◾ 事典類 

◾ 「元稲荷古墳」『日本歴史地名大系 26 京都府の地名』平凡社、1981年。 ISBN 4582490263。

◾ 小林三郎「元稲荷古墳」『日本古墳大辞典』東京堂出版、1989年。ISBN 4490102607。

（記事執筆に使用していない関連文献）

◾ 『元稲荷古墳（向日市埋蔵文化財調査報告書 第101集）』向日市教育委員会、2014年。

◾ 『元稲荷古墳（向日丘陵古墳群調査研究報告 第2冊）』向日市埋蔵文化財センター、2015年。

◾ 西求女塚古墳

◾ 乙訓古墳群 (https://kunishitei.bunka.go.jp/heritage/detail/401/1638) - 国指定文化財等データベース（文化庁）

◾ 元稲荷古墳 
(http://www.city.muko.kyoto.jp/rekimachi/rekishi_bunkazai/bunkazai/kofun_iseki/kofun/1441755802446.html)
- 向日市ホームページ

◾ 元稲荷古墳 (http://www.muko-kankou.jp/map/detail.html?id=60) - 向日市観光協会

「https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=元稲荷古墳&oldid=67204205」から取得

最終更新 2018年2月1日 (木) 21:21 （日時は個人設定で未設定ならばUTC）。

テキストはクリエイティブ・コモンズ 表示-継承ライセンスの下で利用可能です。追加の条件が適用される場合があります。詳細は利用規約を参照し
てください。
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